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　わたくしの趣味の１つに読書がある。しかし、幼少の
頃は読書が大嫌いだった。小学生の時、母から「おもし
ろいから読みなさい」と言われ、「ああ無情」や「野菊の
墓」などを受け取ったものの、ほとんど読まなかった。母
は、手つかずの本を眺め、「マンガばっかり読んで」「テ
レビばっかり見て」と吐き捨てるように言った。また、毎
年、夏休みには読書感想文の宿題があり、課題図書を
読まなくてはならなかった。母の薦める本とは違い、「読
まなきゃなあ」と思うのだがその気になれない。結局、
本を手にしたのは、宿題提出期限前夜だった。思うに、
興味のない本を強要されて読むことほど苦痛なものはな
い。母の言葉と読書感想文の宿題がわたくしを読書嫌
いにさせたことは言うまでもない。
　そんな読書嫌いにかかわらず、本屋という空間が好き
であった。本棚を彩る背表紙が、それぞれの個性を垣
間見せており、見ていて飽きない。今でも、本屋の壁
一面にびっしりと敷き詰められた書籍に吸い込まれるよ
うに、ふらりと寄っては彷徨し、何も買わずに出て行くこ
とがよくある。そんな冷やかしの客であるわたくしが小学
校時代にすすんで読んだ数少ない本に「ズッコケ３人
組シリーズ」がある。このベストセラー児童小説シリーズ
の第１作目の表紙には、登場人物であるハチベエ、ハ
カセとモーちゃんの活き活きとした３人が描かれており、

その装丁の良さでこの本を選んだように思う。わたくし
は、３人の絶妙な性格が噛み合って織り成すその痛快
な物語にのめり込んだ。ところが母にその物語につい
て話をすると、「そんなマンガみたいなのは、さっさと卒
業しなさい」と冷笑混じりに言われた。「賢い本を読んで
賢くなって欲しい」という希望があったのだろう。その後
も、母から「塩狩峠」、「新平家物語」や「弟」など様々な
本を薦められたが、読む気が全く起きなかった。読書生
活を阻む泥沼に陥った。
　こんなわたくしが本を読むきっかけとなったのは、「明
治文学遊学案内」という本との出会いだった。どことな
く明治くささのするシンプルな装丁に購買意欲を刺激さ
れた。本を開いてみると、明治文学のおもしろさが書か
れており、もっと本を読んでみたい、という気持ちが沸き
上がってきた。早速、夏目漱石の「それから」を購入した。
漱石が繰り出す言葉の力に惹きこまれた。興味を持っ
た本であれば次から次へとページが進んでいくことに興
奮した。何気なく買った本が、読書にはまってしまうきっ
かけとなった。不思議なものである。
　わたくしが読書に夢中になっていることを知った母は、
少し驚いたような表情を見せながらも、「おもしろいから
読みなさい」と、１冊の本を手渡した。読書にはまった
きっかけを母に話していないことを思いだした。

リレーエッセイ 　読書のきっかけ

　大学として完成年次となる２００６年度の４期
生募集が、指定校特別推薦入試を皮切りに
スタートしました。現在、「指定校特別推薦入
試」、「３年次編入学試験」、「一般公募制推
薦入試」が実施され、いずれの入試も受験者
数としては、前年を若干上回る結果でのス
タートとなっています。また、受験生の学力も
前年と同様、優秀な学生層が志願してくれて
います。
　これからの本学一般入試動向を各種模試
志願者動向から予測すると、全体受験人口の
減少と資格系学部への高い志向、そして京都
学園大学での同系学部新設の影響は必至で、
本学受験生総数としては、前年からの減少が
予測されます。しかし、他大学との志望者学
力層の違いやリクルート調査で見られるように、
この３年間で認知された本学の充実したカリ
キュラムと恵まれた学習環境、産官学連携で
の将来発展の可能性、交通の便の良さからそ
の減少幅は少ないものと思われます。
　特に「前期日程」は、実施日が早く合否結
果も早く分かるということで、難関私大・国公

立大受験生の併願先として利用しやすく、志
願者は前年並みか若干の増加も予想されます。
また、「大学入試センター試験利用」について
も、昨年は実施初年度で過去データがない中、
予想ボーダー（合格得点ライン）がかなり高く
設定されたため、受験生に敬遠される結果と
なりましたが、今年度は受験データとして、前
年実質倍率と合格ラインが公表されてのボー
ダー検討なので、予想ボーダーも前年より低
く設定され、受験者の増加も見込まれます。
しかし、実施日が少し遅く、２日間の試験日
自由選択制としている「中期日程」では、本学
入試が難しいため敬遠、併願先として京都学
園大学が選択されることから、本学受験者の
減少が予想されます。本学入試としては、一
番実質倍率が低くなるものと思われます。「後
期日程」については、昨年倍率が非常に高く
なっているので、その反動での減少ということ
になるでしょう。
　２００６年度入試全体として、各試験日受験
者数は前年並みか若干の増減ということが予
測されます。合格者数としては、関西私大全
体が早期の学生確保から、推薦入試も含め
早い入試から合格者を多く出していく動きが見

られるため、本学としても前年より合格者を増
やすことになるでしょう。その結果として２００６
年度入試は、最も合格チャンスの拡がる入試
年度になるものと思われますので、本学進学
をめざす受験生のみなさんは、自信を持って
積極的な受験をお奨めします。

【一般公募制推薦入試（定員２０名）の実施結果】
１１/２６（土）実施

細胞生命科学コース

奈良　篤樹先生

完完完完完完完完完完成成成成成成成成成成年年年年年年年年年年次次次次次次次次次次入入入入入入入入入入試試試試試試試試試試 いいいいいいいいいいよよよよよよよよよよいいいいいいいいいいよよよよよよよよよよススススススススススタタタタタタタタタターーーーーーーーーートトトトトトトトトト完成年次入試　いよいよスタート！！！！！！！！！！！

２００６年度長浜バイオ大学入試の動向

これからの入試日程　

発表日試験日出願期間入試方法
２/２１/２６１/５～１/１９一般入試前期日程
２/２３２/１５・２/１６１/５～２/８一般入試中期日程
３/１６３/８１/５～３/２一般入試後期日程
２/２３本学独自試験なし１/５～２/８入試センター利用

□志願者数　　２４６名（志願倍率１２.３倍）
□受験者数　　２４４名（男子１７４名，女子７０名。
　　　　　　　現役１９７名,１浪４７名）
□合格者数　　１０５名（実質倍率　２.３倍）
　　　　　　　（男子７２名,女子３３名）
□合格最低点　２２５点／３００点
　（高得点２教科２００点+調査書得点１００点）
　合格得点率７５％
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命洸とは、命が水のように沸き立ちきらめくさま。
学園祭の名称として学生が命名しました。

「命洸（めいこう）」とは

 ▲大学院増築完成イメージ図
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年
度
後
期
 

学
内
奨
学
金
の
選
考
が
終
わ
る

　
成
績
優
秀
者
に
対
し
、
次
の
通
り
学
内
奨
学
生
と
し
て

選
考
い
た
し
ま
し
た
。

【
タ
カ
ラ
バ
イ
オ
株
式
会
社
奨
学
金
】

　（
１
回
生
）
伊
藤
和
也
、
佐
伯
和
樹
、
教
伝
旭

　
※
２
回
生
、
３
回
生
に
つ
い
て
は
、
前
期
で
選
考
し
て

い
ま
す
。

※
タ
カ
ラ
バ
イ
オ
株
式
会
社
奨
学
金
は
、
将
来
の
バ
イ
オ

産
業
界
を
担
う
学
生
を
支
援
す
る
目
的
で
、
タ
カ
ラ
バ

イ
オ
株
式
会
社
よ
り
本
学
に
対
し
て
援
助
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
制
度
で
す
。

●
奨
学
金
が
必
要
な
本
学
学
生
・
 

ご
父
兄
の
皆
様
方
へ

　
２
０
０
５
年
度
の
日
本
学
生
支
援
機
構
奨
学
金
の
申

込
・
選
考
・
採
用
に
つ
い
て
は
全
て
終
了
い
た
し
ま
し
た

が
、
家
計
が
著
し
く
急
変
す
る
事
態
や
災
害
に
遭
わ
れ
た

等
で
、
学
業
継
続
の
た
め
に
奨
学
金
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、「
緊
急
採
用
（
第
一
種
・
無
利
子
・
１
年
間
の
み
貸
与
）」

ま
た
は
「
応
急
採
用
（
第
二
種
・
有
利
子
・
卒
業
時
ま
で

貸
与
）」
で
の
採
用
が
可
能
な
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
学

生
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
緊
急
採
用
や
応
急
採
用
の
事
由
に
該
当
し
な
い

場
合
で
も
、
何
ら
か
の
理
由
で
奨
学
金
が
必
要
な
場
合
は
、

第
二
種
奨
学
金
（
有
利
子
）
に
限
り
、
個
別
に
事
情
を
お

伺
い
し
た
上
で
申
し
込
め
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ

の
場
合
で
も
学
生
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
3
回
生
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
習
へ
の
参
加
や
専
門
コ
ー

ス
へ
の
配
属
、
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
誕
生
な
ど
、
長
浜
バ

イ
オ
大
学
は
来
年
度
の
大
学
完
成
年
次
に
向
け
て
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
に
取
り
組
み
、
大
き
く
前
進
し
て
い
ま
す
。

◆
本
学
が
長
浜
市
と
包
括
協
定
を
締
結
 

　

　
本
学
は
、
滋
賀
大
学
と
と
も
に

長
浜
市
と
、
教
育
研
究
活
動
を
通

じ
た
個
性
あ
る
ま
ち
づ
く
り
推
進

の
た
め
に
連
携
協
力
を
進
め
る
包

括
協
定
を
結
び
、　
月
　
日
に
調

１１

１０

印
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
協
定
は
、
産
業
振
興
分

野
で
の
本
学
と
長
浜
市
と
の
こ
れ

ま
で
の
連
携
を
ふ
ま
え
て
締
結
さ

れ
た
も
の
で
、
よ
り
幅
広
い
分
野

で
協
力
関
係
を
広
げ
、
地
域
社
会

の
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
連

携
事
業
に
加
え
て
、
地
域
活
性
化

に
関
す
る
事
業
や
文
化
の
振
興
に

関
す
る
事
業
な
ど
、
新
た
に
４
つ

の
分
野
で
の
事
業
を
協
力
し
て
推

進
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

協
定
に
あ
た
り
本
学
の
吉
田
理
事

長
は
、「
バ
イ
オ
研
究
を
一
層
充

実
さ
せ
、
成
果
を
地
域
に
還
元
し

て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
表
明
し

ま
し
た
。

◆
ケ
ミ
カ
ル
ゲ
ノ
ミ
ク
ス
の
シ
ン
ポ
を
開
催
 

　

　
本
学
と
化
学
療
法
基
盤
情
報
支

援
班
（
文
科
省
が
ん
特
定
領
域
研

究
）
の
共
催
で
、
｢ケ
ミ
カ
ル
ゲ
ノ

ミ
ク
ス
か
ら
抗
癌
剤
創
薬
へ
の
展

開
｣を
テ
ー
マ
に
し
た
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
、　
月
４
日
に
開
催
し
ま

１１

し
た
。

　
こ
れ
は
、
本
学
と
共
同
研
究
を

行
っ
て
い
る
化
学
療
法
基
盤
情
報

支
援
班
の
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
者
に

よ
り
、
研
究
ト
ピ
ッ
ク
ス
を
紹
介

し
、
ケ
ミ
カ
ル
ゲ
ノ
ミ
ク
ス
と
抗

癌
剤
創
薬
の
重
要
性
を
広
く
認
識

し
て
も
ら
う
機
会
に
な
れ
ば
と
開

催
し
た
も
の
で
す
。

　
本
学
の
池
上
教
授
、
水
上
教
授
、

三
輪
教
授
の
３
人
を
含
め
、　
人
１１

の
講
演
者
が
自
身
の
研
究
に
つ
い

て
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
に
は
、
バ
イ
オ
や
医
療
関

連
の
企
業
や
研
究
者
、
大
学
教
員

な
ど
１
０
２
人
が
参
加
し
、
有
意

義
な
交
流
の
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
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◆
 ｢募
集
ブ
ラ
ン
ド
力
調
査
｣で
本
学
が
上
位
ラ
ン
キ
ン
グ
 

　

　
リ
ク
ル
ー
ト
社
が
全
国
の
大
学

を
対
象
に
し
た
「
募
集
ブ
ラ
ン
ド

力
調
査
」
で
、
本
学
が
著
名
な
総

合
大
学
と
肩
を
並
べ
る
評
価
を
受

け
て
い
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
対
面
形
式
に
よ

る
会
場
調
査
約
２
０
，０
０
０
件

に
、
郵
送
に
よ
る
約
１
０
，０
０

０
件
の
回
答
を
得
た
も
の
で
、
関

西
地
区
で
は
、
大
学
１
７
３
校
、

短
期
大
学
　
校
、
専
修
学
校
・
各

７１

種
学
校
１
５
６
校
を
調
査
対
象
校

に
、
約
１
万
人
の
大
学
進
学
希
望

者
が
回
答
し
て
い
ま
す
。

　
本
学
は
、「
学
校
が
発
展

し
て
い
く
可
能
性
が
あ
る
」

で
、
関
関
同
立
や
早
慶
な
ど

私
学
の
伝
統
校
、
京
大
や
阪

大
な
ど
の
国
立
大
に
続
い
て

　
位
に
ラ
ン
ク
。「
専
門
分

１７野
を
深
く
学
べ
る
」
で
　
位
、

１１

「
学
習
設
備
や
環
境
が
整
備

さ
れ
て
い
る
」
で
は
滋
賀
医

大
と
同
率
の
　
位
と
、
バ
イ

１６

●
学
生
相
談
室（
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
ル
ー
ム
）開
設

　
命
江
館
１
階
事
務
室
側
に
学
生
相
談
室
を
新
し
く
開
設

し
ま
し
た
。
こ
こ
ろ
の
専
門
家
で
あ
る
臨
床
心
理
士
が
、

精
神
的
な
悩
み
だ
け
で
な
く
、
対
人
関
係
・
学
習
の
こ
と

な
ど
あ
ら
ゆ
る
問
題
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
、
問
題
解
決

の
援
助
を
し
ま
す
。
学
生
相
談
の
利
用
は
事
前
予
約
が
必

要
で
す
。
直
接
、
電
話
０
７
４
９
‐
６
４
‐
８
１
０
０

（

c_m
asuda@

内
線
１
０
５
番
）
や
Ｅ
メ
ー
ル
（
   
      
 

nagaham
a-i-bio.ac.jp

       
             ）
で
の
予
約
、
学
生
課
窓
口
で

の
予
約
方
法
が
あ
り
ま
す
。
自
分
に
合
っ
た
ア
ク
セ
ス
方

法
を
選
ん
で
、
安
心
し
て
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

地域と大学
本学で滋賀医科大学と研究情報交換会
　１１月１日、本学を会場に滋賀医科大学との研究情報交換会が開かれ、両大
学の教員と学生約５０人が参加しました。
　両大学から８人の教員が
研究内容を発表し、質疑応
答では活発に意見交流が行
われました。
　滋賀医科大学との研究情
報交換会は、８月３０日に初
めて開催され今回が２回目
となります。今後も相互の
研究交流を深めるため、定
期的に開催する予定となっ
ています。

「豊公まつり」山内一豊役に扮した脇本浩史さん
　１０月１０日に長浜市で行われた「豊公まつり」に、本学２回生の脇本浩史さ
んが山内一豊に扮し、戦国武者姿で登場しました。

　この祭りは、豊臣秀吉公
を祀る豊国神社の秋祭りで、
賤ヶ岳合戦の戦勝行列を再
現し、毎年、秀吉公や石田
三成公、七本槍に扮した子
ども武者やお稚児さんなど
が武者姿で時代行列を披露。
今年は、来年度のNHK大
河ドラマ「巧名が辻」にち
なみ、脇本さん扮する山内
一豊公と妻の千代が初登場
しました。

〈開  室  日  時〉 毎週火曜日１３：００ ～１８：００
〈場　　　所〉 命江館１Ｆ医務室を通って 

カウンセリングルームへ
〈カウンセラー〉 臨床心理士　増田千景

オ
サ
イ
エ
ン
ス
の
専
門
大
学
と
し

て
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

相談内容（例）

煙緊張する　　　　煙イライラする
煙なんとなく不安
煙心配なことがある
煙性に関すること

こ
こ
ろ
の
こ
と

煙友人や異性との関係
煙家族との関係
煙クラブ・サークルの人間関係
煙周囲の目が気になる

対
人
関
係
 

煙授業に出られない
煙勉強に興味が持てない
煙休学したい
煙就職活動に不安がある

学
習
や
就
職
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本
学
に
お
い
て
、
教
育
委
員
会
主
催

の
生
涯
教
育
の
講
座
を
年
に
８
回
ほ

ど
秋
の
土
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
以
外
に
産
学
連
携
や
企
業
の

専
門
家
に
対
し
て
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
を
、
自
治
体
と
協
力
し
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
事
業
で
は

企
業
の
バ
イ
オ
ク
ラ
ス
タ
ー
を
作
る

こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
本
学
に

隣
接
し
て
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
の
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
企
業
の
方
に
は
本
学
の
先
生

方
と
共
同
で
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
産
学
連
携
」
だ
け
で
は
な
く
「
学

と
学
の
連
携
」
も
重
要
で
す
。
滋
賀

医
大
と
今
年
２
回
の
研
究
交
流
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
大
津
と
長
浜
は
少

し
離
れ
て
い
ま
す
が
、
滋
賀
医
大
の

先
生
方
と
協
力
し
て
、「
学
と
学
の

共
同
」
を
始
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

加
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
幼
稚
園

の
子
ど
も
や
小
学
生
が
お
母
さ
ん
に

連
れ
ら
れ
て
、
植
物
か
ら
Ｄ
Ｎ
Ａ
を

抽
出
し
て
糸
の
よ
う
な
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
見

て
す
ご
く
感
動
し
た
と
い
っ
た
こ
と

を
聞
い
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
に
小

学
生
か
ら
生
物
学
に
慣
れ
親
し
ん
で

も
ら
う
と
い
う
こ
と
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
催
し
を
学
園

祭
や
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
な
ど
で

年
３
回
程
度
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
延
長
線
と
し
て
高
大
連
携
の
取

り
組
み
で
、
高
校
生
を
対
象
に
バ
イ

オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
実
習
を
、
夏
休

み
や
冬
休
み
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
県
内
の
中
学
や
高
校
の
先
生

方
と
も
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
実

習
を
し
て
い
ま
す
。
県
の
教
育
委
員

会
と
協
力
し
て
今
年
で
２
回
目
の
取

り
組
み
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
そ
れ

か
ら
今
年
で
３
回
目
と
な
り
ま
す
が
、

大
学
院
へ
の
進
学
を
考
え
て
い
る
学

生
は
、
企
業
に
就
職
し
て
も
研
究
分

野
で
仕
事
を
し
た
い
と
い
う
気
持
ち

を
も
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
学
生

に
対
し
て
の
道
を
大
学
と
し
て
用
意

し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
特
に
、

自
然
科
学
系
の
大
学
は
学
部
教
育
だ

け
で
は
本
当
の
意
味
で
の
教
育
・
研

究
が
で
き
な
い
の
で
、
２
０
０
７
年

４
月
に
大
学
院
の
設
立
を
め
ざ
し
て

準
備
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
現
在
は
、
１
期
生
の
進
路
・
就
職

を
達
成
す
る
こ
と
に
焦
点
を
当
て
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
卒
業
生
の
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
な
ど
、
大
学
院
で
も
う

一
度
再
教
育
を
受
け
る
機
会
の
場
と

し
て
、
ま
た
、
本
人
に
と
っ
て
も
よ

り
能
力
を
高
め
る
、
あ
る
い
は
学
位

取
得
の
場
と
す
る
な
ど
、
ト
ー
タ
ル

の
シ
ス
テ
ム
を
大
学
と
し
て
ど
う

作
っ
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
は
こ

れ
か
ら
の
課
題
で
す
。

▼
多
様
な
事
業
で
 

「
社
会
的
役
割
」を
果
た
す

　
本
学
で
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
際

に
は
、
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
実

習
を
オ
ー
プ
ン
に
し
て
市
民
に
も
参

▼
大
学
院
志
向
が
強
い
 

本
学
の
学
生

　
本
学
は
技
術
者
の
育
成
を
め
ざ
し

て
い
ま
す
が
、
多
く
の
学
生
が
大
学

院
へ
の
志
向
を
も
っ
て
い
ま
す
。
実

際
に
１
期
生
で
あ
る
現
在
の
３
回
生

は
、
大
体
２
割
程
度
が
大
学
院
へ
の

進
学
を
希
望
し
、
あ
と
の
２
割
が
大

学
院
と
就
職
の
両
方
を
考
え
、
残
り

が
就
職
希
望
と
い
っ
た
状
況
で
す
。

巻頭企画●下西学長が語る

長
浜
バ
イ
オ
大
学
の

特
徴
と
果
た
す
役
割

※この記事は、高等教育研究会の会報用のインタビュー
内容を要約したものです。
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新
任
教
職
員
紹
介

【略　　歴】
日本学術振興会特別研究員（東京都立大学大
学院理学研究科）
独立行政法人科学技術振興機構戦略的創造研究
推進事業研究員（京都大学大学院理学研究科）
博士（理学）（東京都立大学）
【専門分野】
分子生物学、発生生物学、ストレス生物学
【担当講義科目】
遺伝子科学応用実験
【学生さんへのメッセージ】
　初めまして。私にとっての主要な専門分野
である発生生物学は、分子生物学の成果を取
り入れつつ、近年急速に発展してきました。現
在では、手足、脳、心臓など身体の様々な部
分を形成するメカニズムが明らかになりつつ
あります。こうした基礎的な知見は幹細胞を利
用した医療などの応用に繋がるものです。本
学での教育活動を通して、発生研究に興味の
ある学生がこのエキサイティングな分野へ参
加する手助けができればと思っています。

●講師

和田 修一
東京都立大学大学院理学研
究科博士課程（生物科学専
攻）修了

や
地
域
と
の
関
係
を
ど
う
す
る
か
と

い
う
こ
と
が
今
後
の
課
題
で
す
。
自

治
体
と
の
関
係
で
は
５
年
後
、　
年
１０

後
に
は
地
域
に
役
立
つ
よ
う
に
し
な

い
と
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
現
在
こ
の
大
学
は
様
々
な
方

面
で
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
を
失
わ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

や
り
た
い
の
か
、
何
を
め
ざ
そ
う
か

と
い
う
こ
と
に
も
繋
が
り
ま
す
。
ま

た
受
け
入
れ
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ

の
要
望
な
ど
を
次
の
年
の
学
生
に
役

立
て
、
来
年
は
も
っ
と
人
数
を
増
や

そ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
こ

れ
が
、
大
学
に
お
け
る
教
育
上
の
改

善
や
学
生
の
自
立
に
繋
が
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

▼
長
浜
バ
イ
オ
大
学
の
 

今
後
の
課
題

　「
教
育
は
国
家
１
０
０
年
の
計
」と

昔
か
ら
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
１
０

０
年
前
と
現
在
を
比
較
す
る
と
全
然

違
う
状
況
だ
と
思
う
の
で
す
。
学
生

が
卒
業
し
て
　
年
後
、　
年
後
、

１０

２０

我
々
の
教
育
が
世
の
中
に
ど
う
役
に

立
っ
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
育
っ
た

学
生
が
ど
の
よ
う
に
活
躍
し
て
い
る

か
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
の
が
一
番

の
楽
し
み
で
す
。
ま
た
、
産
学
連
携

立
大
学
の
状
況
を
見
る
と
学
生
の
　１０

％
以
下
と
あ
り
ま
す
。
本
学
で
は
、

　
～
　
％
を
目
標
に
大
学
が
用
意
し

１５

２０

た
受
け
入
れ
先
は
　
人
で
し
た
が
、

５３

大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
京
都
の
枠
や

学
生
自
身
の
申
し
込
み
な
ど
で
　
人
５８

の
学
生
が
参
加
し
ま
し
た
。
受
け
入

れ
先
か
ら
は
大
変
良
い
評
価
を
い
た

だ
き
、
学
生
も
参
加
し
て
よ
か
っ
た

と
い
う
感
想
を
も
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
経
験
が
将
来
の
進
路
に
繋
が
れ
ば
、

大
学
の
目
標
と
し
て
教
育
の
重
要
な

位
置
付
け
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
本
学
は
実
験
実
習
が
多
く
、
学
生

も
実
験
実
習
に
真
面
目
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
実
験
の
意
義
、
目
的
を

充
分
に
理
解
し
、
そ
れ
を
通
じ
て
、

学
生
自
身
が
自
立
し
て
い
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
が
、
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
で
の
実
習
は
大
学
の
研
究
や

実
際
に
実
習
し
て
い
る
こ
と
と
違
っ

て
、
自
分
が
将
来
ど
う
い
う
こ
と
を

▼
学
生
の
成
長
を
促
す
 

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

　
今
年
か
ら
３
回
生
の
夏
休
み
に
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
習
を
実
施
し
ま

し
た
。
受
け
入
れ
先
に
よ
っ
て
期
間

は
違
い
ま
す
が
、
長
く
て
１
ヵ
月
、

短
期
間
の
場
合
は
１
週
間
か
ら
２
週

間
程
度
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

の
実
施
に
つ
い
て
は
、
一
般
的
に
私
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イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
習
に

人
が
参
加

５８　
夏
期
休
暇
を
利
用
し
て
初
め
て
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
、　
の
バ
イ

２７

オ
関
連
の
企
業
や
公
的
研
究
機
関
で

の
実
習
・
社
会
体
験
に
、　
人
の
学
生

５８

が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
卒
業
を

一
年
半
後
に
控
え
た
３
回
生
の
キ
ャ
リ

ア
育
成
の
一
環
と
し
て
、
参
加
希
望
者

を
募
り
取
り
組
ん
だ
も
の
で
、
当
初
の

予
想
を
大
き
く
超
え
る
全
体
の
２
割

以
上
の
学
生
が
参
加
し
ま
し
た
。こ
の

こ
と
は
、本
学
学
生
の
社
会
体
験
へ
の

高
い
関
心
と
意
欲
を
示
す
も
の
と
な

り
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
よ

る
教
育
成
果
は
大
き
く
、
と
く
に
学
生

の
キ
ャ
リ
ア
育
成
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

就職活動がいよいよ本格化
――期待高まる

　今回の実習に参加したのは、企業における研究職の在り方を
知り、社会に触れたいと感じたからです。東レ株式会社･機能
材料研究所の受け入れ人数は一人のうえ、さらに長期間だった
のでかなり不安を抱いていましたが、社会に出た時の事を考え
ると自分の将来に必ず繋がると信じ積極的に臨みました。
　実習が始まった頃は思うように接することができず悩む日が
続いたのですが、独りなので自分から行動しなければならず、
そこから知らず知らずのうちに何かを感じ、得たものがあった
ように思います。変えようとするのは周りの環境で、それを生
かして変わろうとするのは自分の気持ち次第です。ただ楽しい
だけで終わらせること無く、多くのものを得たいなら一人の長
期間実習をお勧めします。

学
内
で
初
め
て
の

「
業
界
研
究
会
」を
開
催

　
企
業
の
採
用
担
当
者
を
招
き
、
バ

イ
オ
関
係
業
界
の
現
況
や
、
今
、
企

業
が
求
め
て
い
る
人
材
像
な
ど
を
紹

介
す
る
「
業
界
研
究
会
」
が
、　
月
１１

末
か
ら
　
月
に
か
け
て
開
催
さ
れ
ま

１２

し
た
。
第
１
回
目
の
　
月
　
日
に
は
、

１１

３０

医
薬
系
企
業
と
食
品
企
業
か
ら
採
用

担
当
者
を
講
師
に
迎
え
、
３
回
生
を

中
心
に
１
３
０
人
の
学
生
が
参
加
、

講
演
後
に
は
多
く
の
学
生
が
熱
心
に

質
問
し
て
い
ま
し
た
。

　私のインターンシップでの目的は、社会を知り就職すること
を身近に感じることでした。自分のやりたいことが何かわから
ない状態で、いきなりもう就活し始める時期だと言われても何
をどうすればいいのか私にはわからなかったので、とりあえず
社会に出て見てみればいいと考え参加しました。
　結果、インターンシップに参加して、月桂冠で多くの方々に
様々なこと（仕事に向かう姿勢や日本酒のことなど）を学び、
自分の働く姿をイメージできるようになり、たくさんの知識と
今しかできない貴重な経験を積むことができました。実習に行
くまでは就職に対して漠然とした不安感しかなかったので、前
向きになれただけでも参加した価値があると思いました。

参加者の感想

一期生の卒業年次を前に、就職キャリア相談コーナーが開設され、全員一斉面談の実施や各　一期生の卒業年次を前に、就職キャリア相談コーナーが開設され、全員一斉面談の実施や各種種
就職対策テスト、更に業界研究会の開催など就職活動への支援が本格的に始まりました。一方、就職対策テスト、更に業界研究会の開催など就職活動への支援が本格的に始まりました。一方、大大
学院への進学をめざす学生には、卒業年次に開設される本学大学院の説明会を開くなど、志望学院への進学をめざす学生には、卒業年次に開設される本学大学院の説明会を開くなど、志望にに
もとづいた進学相談の活動が進んでいますもとづいた進学相談の活動が進んでいます。。
就職企業や求人開拓をめざして、夏期休暇期間中には本学の教職員が総動員で、求職パン　就職企業や求人開拓をめざして、夏期休暇期間中には本学の教職員が総動員で、求職パンフフ

レットを持ち、バイオ関係企業を中心に精力的に数多くの企業を訪問しました。訪問先の企業のレットを持ち、バイオ関係企業を中心に精力的に数多くの企業を訪問しました。訪問先の企業の手手
応えは確かで、すでに求人票も寄せられつつあり、就職活動での成果が大いに期待されています応えは確かで、すでに求人票も寄せられつつあり、就職活動での成果が大いに期待されています。。

企業訪問やインターンシップ
で確かな手応え

 谷　孔龍さん
 （滋賀・大津高校出身） 
 実習先：東レ株式会社

 中川治美さん
 （京都・久御山高校出身） 
 実習先：月桂冠株式会社
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本
学
で
初
め
て
卒
業
生
を

輩
出
す
る
２
０
０
７
年
の
４

月
開
設
に
む
け
て
、
大
学
院

設
置
準
備
が
着
々
と
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
設
置
予
定
の

大
学
院
・
研
究
科
は
、「
長
浜

バ
イ
オ
大
学
大
学
院
バ
イ
オ

サ
イ
エ
ン
ス
研
究
科
バ
イ
オ

　
業
界
研
究
会
は
年
内
に
７
回
開
催

さ
れ
、
理
化
学
機
器
・
Ｉ
Ｔ
関
連
・

実
験
動
物
・
金
融
な
ど
、
幅
広
い
業

界
か
ら
講
師
を
招
き
、
学
生
が
業

界
・
企
業
研
究
を
深
め
る
も
の
と
な

り
、
就
職
活
動
を
進
め
て
い
く
重
要

な
契
機
と
な
っ
て
い
ま
す
。

サ
イ
エ
ン
ス
専
攻
」
と
し
、
定
員

は
博
士
課
程
前
期
課
程（
修
士
課

程
）で
　
名
、
博
士
課
程
後
期
課

３０

程
で
５
名
と
し
て
い
ま
す
。

　
本
大
学
院
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、

学
部
で
の
教
学
を
基
礎
と
し
て
、

バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
・
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
に
特
化
し
た
１
研
究
科
１
専

攻
と
い
う
点
が
最
大
の
特
徴
で
あ

り
、
生
命
現
象
の
普
遍
性
原
理
の

探
究
と
人
類
社
会
の
進
歩
・
発
展

へ
の
貢
献
、
戦
略
性
と
創
造
性
に

富
む
高
度
な
専
門
技
術
能
力
の
涵

養
を
目
指
し
、
高
度
な
バ
イ
オ
人

材
育
成
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
学
部
段
階
で
の

「
遺
伝
子
生
命
科
学
」「
分
子
生
命

科
学
」「
細
胞
生
命
科
学
」「
生
命

情
報
科
学
」「
環
境
生
命
科
学
」

と
い
う
５
コ
ー
ス
を
、「
バ
イ
オ

情
報
科
学
」「
バ
イ
オ
機
能
科
学
」

「
バ
イ
オ
環
境
科
学
」と
い
う
３
つ

の
技
術
領
域
に
融
合
編
成
し
て
、

高
度
な
専
門
教
育
と
研
究
を
修
士

課
程
で
展
開
し
ま
す
。
博
士
課
程

後
期
課
程
で
は
、
３
つ
の
領
域
を

「
バ
イ
オ
科
学
技
術
研
究
領
域
」と

い
う
１
領
域
と
し
、
バ
イ
オ
サ
イ

エ
ン
ス
に
お
け
る
最
前
線
で
の
研

究
に
寄
与
す
る
最
上
級
研
究
者
の

養
成
を
行
い
ま
す
。

　
本
学
大
学
院
の
設
置
に
よ
り
、

学
部
教
育
と
相
互
連
関
し
て
、
本

学
の
高
度
化
を
展
開
し
て
い
き
ま

す
。

企
業
担
当
者
か
ら
の
期
待

株式会社ミツカンビジテック総務部 
ミツカングループ採用チーム

植木　信太さん
　食品業界は少数精鋭の会社が多いのが特徴で
す。それだけに一人ひとりのウェイトが大きい
ため、自分の頭で考えて答えを導き行動する人
材を求めており、そういう人間性と熱意をもっ
ていることが大切です。食品業界は、健康をキ
ーワードにした商品開発に力を入れています。
そういう意味で、健康づくりのメカニズムを探
る研究職でも、商品開発の職種でも、バイオを
学んだ人材というのは合致しているかもしれま
せん。大切なことは、それぞれの会社の考え方
への共感で、ここで働いて何をやりたいのかと
いう目的意識と熱意をもつことです。

長浜バイオ大学大学院  構想図
バイオサイエンス研究科  バイオサイエンス専攻

バイオサイエンス学部  バイオサイエンス学科

博士課程後期課程（博士）

博士課程前期課程（修士）

バイオ情報科学技術領域 バイオ機能科学技術領域

バイオ科学技術研究領域

バイオ環境科学技術領域

バイオ科学技術特別研究
バイオ科学技術特別演習

「遺伝子機能工学特論」
「細胞機能科学特論」

「高次生体機能科学特論」
「バイオ機能科学技術特論」
および特別研究・特別演習

「環境分子生物科学特論」
「生態分子システム解析学特論」
「バイオ環境科学技術特論」
および特別研究・特別演習

「ゲノム情報科学特論」
「プロテオミクス特論」
「バイオ情報科学技術特論」
および特別研究・特別演習

細胞生命科学
コース

分子生命科学
コース

生命情報科学
コース

遺伝子生命科学
コース

環境生命科学
コース

バイオ・ビジネス共通科目
「バイオビジネス特論」「バイオ知的所有権ワークショップ」など

インターンシップなど

着々と進む、 
本学大学院の開設準備

エーザイ株式会社
人事部採用グループ

統轄部長　中島　守さん
　製薬会社が製造・販売した薬を服用するのは患
者さんですから、患者さんの喜怒哀楽がわかる
人、すなわち生きものに視点をおき、学んだ学問
をどう活かすのかという問題意識の高い人材を求
めています。研究職なら、研究に対する考え方の
筋が通った研究サマリーを書く力が必要です。そ
のためには物事に常に興味をもって何でもやって
みる素直さが必要です。素直な人とは、人の言う
ことを受けとめる度量があり、チャレンジする人の
ことです。私は全国の大学の１期生を見てきまし
たが、そのパワーの凄さを感じています。その点
でも大いに期待しています。



相
次
ぐ

本
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
も
完
成

長
浜
バ
イ
オ
ク
ラ
ス
タ
ー
実
現
へ
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　本学発バイオベンチャーの相次ぐ誕生、待望の長浜バイオインキュベーショ
ンセンターの完成（０６年４月オープン）など、本学を核とした産官学の連携に
よる、長浜バイオクラスター形成に向けた取り組みが、大きく前進しています。

よ
り
、
個
人
の
真
贋
判
定
で
は
、
パ
ス

ポ
ー
ト
に
本
人
固
有
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
配
列

情
報
を
組
み
込
む
こ
と
で
偽
装
パ
ス

ポ
ー
ト
に
よ
る
不
法
入
国
の
阻
止
や
、

偽
装
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
盗
難

カ
ー
ド
の
使
用
防
止
に
活
用
す
る
な

ど
極
め
て
高
精
度
の
Ｉ
Ｄ
判
定
が
可

能
に
な
り
ま
す
。
物
品
の
真
贋
判
定

で
も
、
同
様
に
特
殊
な
Ｄ
Ｎ
Ａ
配
列

情
報
を
組
み
込
む
こ
と
で
、
偽
札
の

製
造
防
止
や
有
価
証
券
な
ど
の
偽
造

防
止
に
役
立
つ
も
の
と
な
り
ま
す
。

　
本
学
の
教
員
の
研
究
成
果
を
事
業

化
す
る
バ
イ
オ
ベ
ン
チ
ャ
ー
が
、
相
次

い
で
誕
生
し
て
い
ま
す
。
第
１
号
と

な
っ
た
の
が
、
７
月
　
日
に
記
者
発

２２

表
し
た
大
島
淳
先
生
の
「
長
浜
バ
イ

オ
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
株
式
会
社
」。　１０

月
　
日
に
は
、
西
義
介
先
生
の
「
プ

１８
ロ
テ
オ
ジ
ェ
ネ
シ
ス
株
式
会
社
」
が

記
者
発
表
、
年
度
内
に
は
新
た
な
ベ

ン
チ
ャ
ー
企
業
の
立
ち
上
げ
も
計
画

し
て
い
ま
す
。

本
学
発
の
バ
イ
オ
ベ
ン
チ
ャ
ー
、

相
次
い
で
起
業

意
味
で
す
。
ポ
ス
ト
ゲ
ノ
ム
時
代
と

言
わ
れ
、
医
薬
品
会
社
は
標
的（
タ
ン

パ
ク
質
）
ベ
ー
ス
の
創
薬
に
力
を
入
れ

て
お
り
ま
す
。
プ
ロ
テ
オ
ジ
ェ
ネ
シ
ス

社
で
は
、
当
面
は
タ
ン
パ
ク
質
「
リ

フ
ォ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
」（
再
生
）
用
の
自

動
化
装
置
を
試
作
、
販
売
し
ま
す
。

　
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
用
い
た
認
証
シ
ス
テ
ム
の

開
発
を
行
い
、
２
～
３
年
後
の
実
用

化
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
今
回
開
発

に
取
り
組
ん
で
い
る
認
証
シ
ス
テ
ム

は
、〝
短
時
間
〟
で
〝
い
つ
で
も
〟〝
ど

こ
で
も
〟〝
だ
れ
で
も
〟活
用
で
き
る
こ

と
を
特
徴
に
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

も
の
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
幸
い

な
こ
と
に
私
の
研
究
テ
ー
マ
は
す
ぐ

に
産
業
化
に
結
び
つ
く
テ
ー
マ
で
あ

る
た
め
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
作
り
、

市
場
か
ら
研
究
費
を
調
達
し
、
人
材

を
集
め
る
事
に
関
し
て
全
く
迷
い
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
相
乗
効
果
と

し
て
大
学
に
在
籍
す
る
学
生
の
将
来

の
就
職
先
に
も
な
り
う
る
こ
と
も
考

え
る
と
、
も
っ
と
多
く
の
大
学
発
ベ

ン
チ
ャ
ー
が
起
業
さ
れ
る
こ
と
を
望

ん
で
い
ま
す
。
長
浜
バ
イ
オ
ラ
ボ
ラ

ト
リ
ー
の
日
銭
稼
ぎ
を
し
な
が
ら
の

研
究
開
発
は
既
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
私
立
大
学
に
お
け
る
研
究
環
境
は

研
究
費
、
人
材
等
に
お
い
て
厳
し
い

　
主
な
事
業
は
、供
タ
ン
パ
ク
質
自
動

精
製
装
置
僑
の
開
発
で
す
が
、
装
置

開
発
に
留
ま
ら
ず
、
医
薬
品
開
発
に

必
要
な
標
的
タ
ン
パ
ク
質
の
遺
伝
子

ク
ロ
ー
ニ
ン
グ
か
ら
タ
ン
パ
ク
質
大
量

発
現
、
精
製
、
結
晶
化
と
構
造
解
析

ま
で
の
、
い
わ
ば
タ
ン
パ
ク
質
に
お
け

る
ト
ー
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
会
社
に

な
る
こ
と
を
構
想
し
て
い
ま
す
。

　
プ
ロ
テ
オ
ジ
ェ
ネ
シ
ス
社
が
開
発

を
め
ざ
し
て
い
る
タ
ン
パ
ク
質
自
動

精
製
装
置
は
、
手
軽
に
大
腸
菌
か
ら

タ
ン
パ
ク
質
の
精
製
を
可
能
に
す
る

も
の
で
、
そ
れ
に
よ
り
、
創
薬
を
始

め
タ
ン
パ
ク
質
を
利
用
し
た
研
究
開

発
に
お
い
て
、
画
期
的
な
研
究
手
段

を
提
供
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
大
島
先
生
の
コ
メ
ン
ト

大
島
淳
先
生
の
研
究
シ
ー
ズ
を
活
用

長
浜
バ
イ
オ
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
株
式
会
社

西
義
介
先
生
の
研
究
シ
ー
ズ
を
活
用

プ
ロ
テ
オ
ジ
ェ
ネ
シ
ス
株
式
会
社

着
工
進
む

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

　
本
学
に
隣
接
す
る
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー

ク
内
で
建
設
工
事
が
進
ん
で
い
る
イ

ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
は
、
平

　「
プ
ロ
テ
オ
ジ
ェ
ネ
シ
ス
」
は
長
浜
バ

●
西
義
介
先
生
の
コ
メ
ン
ト

イ
オ
大
学
発
第
２

号
の
バ
イ
オ
ベ
ン

チ
ャ
ー
で
す
。「
プ

ロ
テ
オ
」
は
「
プ
ロ

テ
イ
ン
（
タ
ン
パ
ク

質
）」の
形
容
詞
形

で
、「
ジ
ェ
ネ
シ
ス
」

は
創
成
、
創
製
の

成
　
年
４
月

１８
に
は
計
画
ど

お
り
完
成
オ

ー
プ
ン
す
る

こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

入
居
応
募
も

順
調
に
進
み
、

オ
ー
プ
ン
時

に
は
　
室
が

１７

満
室
に
な
り

そ
う
な
見
通

し
が
立
っ
て

い
ま
す
。
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相次ぐ本学発ベンチャー
インキュベーションセンターも完成
長浜バイオクラスター実現へ

研
究
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
を
早
期
に
満
室
に
し
、
フ
ル

稼
働
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
ク
ラ

ス
タ
ー
」
実
現
を
加
速
さ
せ
る
起
爆

効
果
を
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。

　
な
ん
と
い
っ
て
も
、
本
学
に
一
番

期
待
さ
れ
て
い
る
「
大
学
発
の
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
」
が
、
す
で
に
２
件
立

ち
上
が
り
、　
年
３
月
末
に
は
も
う

０６

１
件
誕
生
す
る
予
定
で
す
。
３
件
と

も
本
学
の
教
員
の
研
究
成
果
を
生
か

し
た
も
の
で
あ
り
、　
年
４
月
オ
ー

０６

プ
ン
の
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
に
入
居
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
立
ち
上
げ
は
、

後
続
す
る
本
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
誕

生
を
励
ま
し
、
促
進
す
る
こ
と
に
な

る
で
し
ょ
う
。

　
又
、
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
の
コ
ア
と
な
る
研
究
事
業
と
し

て
「
ク
ラ
ス
タ
ー
」
実
現
に
向
け
て

主
導
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
だ

く
こ
と
が
、
要
請
さ
れ
て
い
ま
す
。

ち
出
し
て
い
た

だ
き
、
地
域
・

産
業
界
か
ら
期

待
さ
れ
て
い
る

バ
イ
オ
関
連
事

業
に
、
い
よ
い

よ
本
格
的
に
取

り
組
む
段
階
に

入
っ
た
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
本
学
は
　
年
４
月
で
開
学
３
年
次

０５

を
迎
え
ま
し
た
。
待
望
の
イ
ン
キ
ュ

ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
も
　
年
４
月

０６

に
オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま

し
た
。
大
学
院
も
　
年
４
月
開
校
め

０７

ざ
し
て
、
準
備
は
計
画
ど
お
り
、
順

調
に
す
す
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
で
本

学
を
核
と
し
た
「
ク
ラ
ス
タ
ー
」
実

現
へ
の
、
基
盤
整
備
が
出
来
た
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
だ
け
に
本
学
の
、
役
立
つ
高

度
バ
イ
オ
人
材
育
成
、
研
究
開
発
能

力
の
ア
ッ
プ
、
産
官
学
連
携
バ
イ
オ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
策
等
へ
の
、
地

域
・
産
業
界
の
期
待
が
ま
す
ま
す
高

ま
っ
て
い
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　
国
や
県
・
市
の「
ク
ラ
ス
タ
ー
」実
現

に
向
け
て
の
支
援
策
も
効
果
的
に
打

吉田理事長が語る

バイオ産業創出へ
本格的な取り組みに、 

期待大

▼インキュベーションセンター完成予想図

　
セ
ン
タ
ー
は
　
室
の
ミ
ニ
施
設
で

１７

す
が
、
オ
ー
プ
ン
時
に
は
そ
の
７
割

程
度
が
埋
ま
る
見
通
し
が
立
つ
ほ
ど
、

入
居
希
望
が
あ
る
そ
う
で
す
。
入
居

が
予
定
さ
れ
て
い
る
企
業
の
研
究
案

件
は
、
バ
イ
オ
関
係
の
医
薬
品
開
発
、

遺
伝
子
検
出
装
置
、
バ
イ
オ
マ
ス
、

タ
ン
パ
ク
質
の
合
成
シ
ス
テ
ム
、
化

粧
品
・
健
康
食
品
、
自
然
浄
化
シ
ス

テ
ム
等
、
実
に
多
彩
で
す
。

　
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

に
は
、
本
学
の
「
産
官
学
共
同
研
究

コ
ー
ナ
ー
」（
仮
称
）
が
開
設
さ
れ
、

バ
イ
オ
関
係
企
業
や
地
域
の
研
究

ニ
ー
ズ
に
応
え
た
共
同
研
究
開
発
や
、

噛「
長
浜
バ
イ
オ
ク
ラ
ス
タ
ー
」実
現

に
向
け
て
の
期
待
が
、
ま
す
ま
す

高
ま
っ
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
ね
。

噛
現
在
、
成
功

裏
に
進
ん
で

い
る
関
連
の

諸
事
業
を
挙

げ
て
い
た
だ

け
ま
す
か
。

噛
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

が
果
た
す
、「
ク
ラ
ス
タ
ー
」
実
現

へ
の
役
割
は
。

　
本
学
の
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
・
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
関
す
る
研
究
開
発
能

力
の
一
層
の
向
上
、
高
度
バ
イ
オ
技

術
（
研
究
）
者
の
育
成
こ
そ
が
、
産

官
学
に
よ
る
共
同
研
究
と
バ
イ
オ
産

業
の
創
出
、「
ク
ラ
ス
タ
ー
」
実
現
を

保
証
す
る
必
須
要
件
で
あ
る
こ
と
は

い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。　
年
４

０７

月
開
校
す
る
本
学
大
学
院
の
計
画
案

は
、
こ
の
要
請
に
応
え
ら
れ
る
充
実

し
た
も
の
で
す
。
学
生
諸
君
の
進
学

希
望
も
多
く
、
本
学
の
院
生
に
よ
る

共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
サ
ポ
ー

ト
や
ベ
ン
チ
ャ
ー
立
ち
上
げ
も
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

噛
大
学
院
開
校
が
果
た
す
積
極
的
な

役
割
は
。
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School life Topics

学生生活
トピックス
学生生活
トピックス

School life Topics

　夏休みから秋にかけて、３回目となる命洸祭の開催や、学生たちの
サークル活動が多彩に取り組まれています。

 画期となった３回目の「命洸祭」
　
　
月
５
日
と
６
日
の
２
日
間
、
第
３
回

１１
「
命
洸
祭
」
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
バ
イ
オ
実
験

に
は
し
っ
か
り
と
フ
ァ
ン
が
付
い
て
お
り
、

電
話
で
の
問
い
合
わ
せ
も
多
く
、
子
供
た

ち
に
科
学
へ
の
興
味
を
持
っ
て
も
ら
お
う

と
親
子
連
れ
の
姿
も
目
立
ち
ま
し
た
。
今

回
は
「
ナ
ガ
ハ
マ
・
バ
イ
オ
ー
と
秘
密
の

実
験
室
」
と
題
し
て
、「
ポ
ヨ
ポ
ヨ
ス
ラ
イ

ム
作
り
」、「
世
界
に
一
つ
だ
け
の
香
水
作

り
」、「
顕
微
鏡
を
作
ろ
う
＆
ミ
ク
ロ
の
世

界
を
見
て
み
よ
う
」、「
自
分
の
細
胞
を
染

色
し
て
観
察
し
よ
う
」
な
ど
、
４
つ
の
面

白
実
験
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
行
わ
れ
た
中

夜
祭
で
は
、
各
地
で
活
躍
中
の
ダ
ン
サ
ー

が
集
ま
り
、
見
事
な
踊
り
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
で
、
ス
テ
ー
ジ
を
大
い
に
盛
り
上
げ
ま
し

た
。
２
日
目
は
雨
の
た
め
、
急
き
ょ
一
部

の
イ
ベ
ン
ト
を
体
育
館
で
行
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
が
、
吹
奏
楽
部
と
本
学
コ
ー
ラ
ス

グ
ル
ー
プ
が
、
市
民
合
唱
団
の
み
な
さ
ん

と
本
学
の
校
歌
を
披
露
し
た
り
、
ゲ
ス
ト

「
江
戸
む
ら
さ
き
」の
シ
ョ
ー
ト
コ
ン
ト
で
楽

し
ん
だ
り
と
大
変
盛
り
上
が
り
、
今
年
も

成
功
裏
に
終
了
し
ま
し
た
。

　今年の学園祭を最高のものに。
今年の命洸祭実行委員会発足時から、
その事だけを考えていました。過去
二年間、命洸祭の委員長を務め、今
年度でこの大役も引退となります。
次年度以降に最高の命洸祭を引き継
ぐために、自分の持てる全てを出し
切って最後の挑戦を行ったと思いま
す。結果、一般学生や事務局の協力
を得て、委員会の最高傑作を作り上
げることが出来ました。来年は本学
に全学年が揃う完成年度であり、下
回生には今年度の良さを残しつつ、
更なる傑作を作り上げてくれること
を期待しています。

【最高傑作】

命洸祭実行委員長

平子　暁さん
（３回生・愛知・私立名城大学付属高校出身） 

　今年度の学園祭は、我々命洸祭実
行委員にとって様々な意味で「挑戦」
でした。それ故に初めて直面する問
題も多く、会議が難航することも
多々ありました。しかし、多くの方々
の御助力により試練を乗り越え、今
年度の学園祭を無事終えることがで
きました。僕は、小さいながらも長
浜バイオ大学に組する輪が創り上げ
た命洸祭を誇りに思っています。
　来年は全回生が揃う長浜バイオ大
学の完成年度です。今年度までに
培った経験を糧に、さらなる挑戦を
続けていきたいと思います。

【次年度へ】

命洸祭実行委員

脇本 浩史さん
（２回生・神奈川・大船高校出身） 
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　僕達バスケ部は、部員２２人で週３回活動し
ています。普段は長浜のクラブチームの方と
共に練習し、休日には滋賀県立大学や長浜北
高校などと練習試合をしたりしています。
　今年は関西バスケットボール連盟に登録し、

夏のリーグ戦に初出場しました。京都や姫路
まで試合に行き、関西の１１大学と対戦しまし
た。結果は四部リーグ全２２チーム中１４位でし
た。その中で得点ランキングに二回生の山岡
君が６位に、スリーポイントランキングに三
回生の小路君が３位に入賞することができま
した。
　試合や活動を通じ今までに経験できなかっ
た他大学のレベルを知ることで、チームに
とって素晴しい刺激となりました。来年は三
部昇格めざし、楽しく日々練習しているので、
興味のある方は気軽に見に来てください。

活気溢れるクラブ・サークルの取り組み 

 平井　里司さん
 （滋賀・水口高校出身） 

バスケットボール部

　わたし達CELL（セルとは“細胞”という意味
です）部は、生物を中心に科学に関心のある
学生が集まって結成しました。これまで科学
に関する本を読んでの勉強会などを行ってき
ましたが、最近の活動の中心は大学近隣の児
童館などに出張して面白科学実験を行ったり
することです。

　先日は幼稚園で園児と一般の方を対象に、
静電気の力だけで動くモーターや簡易型エジ
ソン電球など、電気に関わる実験を行いまし
た。子供たちに「なんで？」、「すげー！」な
どと言ってもらえたので好評だったと思って
います。きっかけは、ある児童館の実験のお
手伝いでした。そこで楽しそうに実験をして
いる子供たちを見て、このような実験を通し
て子供たちにもっと科学に興味を持ってもら
いたいと思い、出張実験を始めました。
　三回生も後期となりいろいろと忙しくなっ
てきましたが、今後もっと魅力的な実験を
行っていきたいと思っています。

 森　英詞さん
 （愛知・私立享栄高校出身）

CELL部

　「震源地田村」は、長浜バイオ大学がある田
村が発信源となって、周りを揺り動かすような
エネルギーのあるダンスをしようという意味
を込めて名付けたストリートダンス部です。
部員数２７名で、活動内容はストリートダンスの
数あるジャンルのうち、ロック、ポップ、ブレ

イク、ハウス、ガールズヒップホップの５つの
ジャンルに各自が分かれて練習をしています。
滋賀県立大学、滋賀大学とも交流をもち、学
内を越えて様々なダンスイベントやコンテス
トなどに出ています。
　１１月５日の命洸祭では、２回目となるダン
スイベント「田村大震祭」を行い、学内外よ
り２０近いチームが出演、ゲストに大阪など
様々な所で活動している有名なダンサーを招
き、約２時間のショーを盛り上げました。僕
はブレイクダンスをしており、毎日ダンスに
勉強にと大変楽しく有意義な大学生活をお
くっています。

 橘　良輔さん
 （神奈川・横須賀学院高校出身）

ダンス部「震源地田村」
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いよいよ
専門コースに分かれての
実験が始まる

　3回生は、後期からそれぞれ選択した5つの専門コースに分
かれて、専門実験を開始しています。
　この専門コースは、急速に進展するバイオサイエンスを総
合的、体系的に学ぶためのもので、学部や学科という縦割り
の構成とは異なった、他大学に例を見ない本学の特色となっ
ています。

山本　真子さん
（京都・京都文教女子高校出身）

篠原　友樹さん
（三重・津高校出身）

　私は研究内容で遺伝子コース
と悩みましたが、話す機会が多
く、いつも親身に相談に乗って
下さる先生が分子コースにおら
れたのと、このコースでは興味
のある有機化学についても学べ
る事に魅力を感じたのでここに
決めました。実際、コースに配
属されてみての感想は…大変で
すね（笑）しかし他大学の３回
生では経験できない高いレベル

の実験ができるという点で、失
敗しながらではありますがやり
がいを感じています。また、ど
の先生も実験内容について詳し
く奥の深い所まで説明して下さ
るので勉強になり、さらに興味
も湧いてきます。今後は酵素の
機能を見出だす研究をしていけ
ればと思っています。将来に繋
げるためにも頑張って取り組み
たいです。

畑山　絵美さん
（京都・京都女子高校出身）

分子生命科学コース遺伝子生命科学コース

宮崎　菜穂さん
（京都・京都女子高校出身）

　私は現在、生
命情報科学コー
スで頑張ってい
ますが、コンピ
ュータが苦手だ
った私は、まさ
か自分が情報コースに進むとは考えてもい
ませんでした。そんな私が情報コースを希
望するようになったきっかけは、２回生の
時に受けた郷通子先生の授業や、大島一彦
先生の授業に大変興味を持ったからです。
コンピュータが苦手なのに情報コースに
入っても、内容についていけるか心配もあ
りましたが、コースの先生に相談したりし
て、最終的に情報コースで頑張っていこう
と決めました。実習の内容は難しいです
が、実習時間はコースの先生方が総出で私
たちをサポートしてくださり、わからない
時は丁寧に教えてくださるので、コンピュ
ータの苦手な私も楽しく実習に参加してい
ます。

田中　佑佳さん
（兵庫・親和女子高校出身）

細胞生命科学コース 生命情報科学コース 環境生命科学コース

　昔から興味を
抱いていた植物
の勉強がした
い！という理由
で環境コースを
選びました。
　環境コースの先生方の専門領域はヒトデ、
有機化学、植物、微生物、環境ホルモンと、
多岐に渡っているので様々な分野について学
べることがこのコースの特徴です。
　３回生後期からの実習は、４～５回で１つ
の実験を行います。遺伝子導入、ウェスタン
ブロッティング、有機化合物の同定など、１
つひとつの実験の中身も濃く、非常にやりが
いがあります。また熱心な先生ばかりなので
私たち学生�影響され、皆やる気満々です。
　このようなコースに進んだからには勉学に
励み、たくさんの知識を吸収したいと思いま
す。そして将来は学んだ知識を生かし、昔か
らの夢だった植物関係の職業に就けるよう、
がんばります。

　私が遺伝子生命科学コースへ
進みたいと思ったきっかけは、２回
生のコース説明会でした。その
時に聞いた大島淳教授の『DNA
インク』に関する研究に興味を持
ったからです。｢遺伝子情報を利
用し、世の中の役に立つこんな夢
のようなことを可能にすることが
出来るんだ｣と驚き、遺伝子工学
を勉強したいと強く思うようになり
ました。１０月から始まった遺伝子

科学専門実験Ⅱでは、一人ひと
りが自分のペースに合わせて実
験を進めています。現在、コース
内で研究室紹介が行われており、
他の先生方の研究を詳しく知れ
ば知るほど様々なことに興味を持
ち出しています。どの研究室へ
行っても、そこで勉強し身に付け
た知識を将来の仕事で活かせる
よう、残りの大学生活を有意義に
過ごしたいと思います。

　生物はオーケ
ストラに似てい
ると思います。
多細胞生物の細
胞というものは
その中の各楽器
と演奏者なのではないでしょうか。すべて
が合わさってやっと音楽として完成しま
す。“細胞”の中でも、DNAやRNA、タン
パク質、脂質、糖などが集い、しかるべき
相手と反応して律のそろった生物体を形作
ります。演奏者が奏でる和音が重なってメ
ロディーとなり１つの曲となるように。
　細胞コースでの専門実験で、私はより細
胞を近くに感じるようになりました。顕微
鏡を覗き込んで細胞を見ていると、その中
でどのような音楽が流れているのか、より
深く考えることができます。このコースの
私にとっての醍醐味は、生物の不思議を考
えながら、もしかしたら誰かの役に立つか
もしれないことを研究できることです。
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ま
し
た
。
ヒ
ト
デ
の
精
子
は
ク
ロ
マ
チ
ン
の
動
的
変
化

を
捉
え
る
こ
と
の
で
き
る
ま
た
と
な
い
細
胞
で
あ
る
こ

と
が
解
り
ま
し
た
。

―
―
学
生
た
ち
へ
の
期
待
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
広
く
学
ん
で
一
般
教
養
を
身
に
つ
け
、
広
い
視
野
の

な
か
で
の
自
分
の
立
場
を
認
識
し
、
そ
の
上
で
夢
を
実

現
す
る
一
歩
を
踏
み
出
し
て
く
だ
さ
い
。
バ
イ
オ
技
術

者
に
な
る
に
は
、「
技
術
の
取
得
」
だ
け
で
な
く
、
そ

の
も
と
に
な
る
考
え
方
、「
何
の
た
め
の
技
術
か
」、
そ

の
技
術
を
「
社
会
に
ど
う
生
か
す
の
か
」
と
い
う
問
題

意
識
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
バ
イ
オ
を
表

面
的
で
は
な
く
基
本
か
ら
学
ぶ
こ
と
に
力
を
集
中
し
て

欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
組
み
換
え
Ｄ
Ｎ
Ａ
と
い
う
切
れ

味
鋭
い
メ
ス
を
手
に
し
た
今
、
目
先
の
判
断
で
良
か
れ

と
思
っ
て
行
っ
た
こ
と
が
生
態
系
を
壊
す
こ
と
に
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。
生
態
系
に
配
慮
し
な
い
バ
イ
オ
技
術
は

危
険
で
す
。
４
回
生
で
の
卒
業
研
究
で
は
、
小
さ
く
て

も
意
味
の
あ
る
一
つ
の
事
に
情
熱
を
傾
け
て
と
り
く
ん

O
nly
O
ne

で
、
世
界
の
誰
も
が
や
っ
て
い
な
い
「
 
     
  」
を

追
求
す
る
楽
し
み
を
味
わ
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

岩
場
か
ら
ヒ
ト
デ
を
取
り
去
っ
て
生
物
の
種
類
を
調
べ

た
と
こ
ろ
、
生
物
種
が
貧
弱
に
な
る
事
が
解
り
ま
し
た
。

ヒ
ト
デ
が
貝
類
を
食
べ
、
そ
の
空
い
た
岩
場
に
紅
藻
類

が
は
え
る
こ
と
で
、
こ
れ
を
食
べ
る
生
物
種
が
増
え
る

と
い
う
生
態
系
が
明
ら
か
に
な
っ
た
ん
で
す
。
ヒ
ト
デ

は
、
沿
岸
海
域
に
お
い
て
生
態
系
シ
ス
テ
ム
を
支
配
す

る
重
要
な
動
物
な
ん
で
す
ね
。
生
命
進
化
の
ビ
ッ
ク
バ

ン
と
言
わ
れ
る
５
億
４
千
年
前
の
「
カ
ン
ブ
リ
ア
大
爆

発
」
で
、
今
日
の
生
物
の
基
本
的
な
形
態
ほ
ぼ
全
て
が

一
挙
に
出
現
、
ヒ
ト
デ
や
節
足
動
物
な
ど
に
分
化
し
て

い
き
ま
す
が
、
細
胞
に
と
っ
て
の
本
丸
と
言
う
べ
き
ク

ロ
マ
チ
ン
の
基
本
構
造
は
共
通
し
て
い
ま
す
。
受
精
し

た
卵
の
ク
ロ
マ
チ
ン
が
発
生
し
て
ゆ
く
あ
い
だ
に
、
生

物
種
固
有
の
も
の
へ
と
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
の
か
を

探
る
こ
と
は
、
生
物
の
多
様
性
を
解
明
す
る
カ
ギ
と
な

り
、
系
統
発
生
と
個
体
発
生
の
基
礎
を
解
き
明
か
す
こ

と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
こ
の
変
化
は
、
ク
ロ
マ
チ
ン
の

主
要
な
タ
ン
パ
ク
質
で
あ
る
ヒ
ス
ト
ン
分
子
の
変
化
に

よ
る
も
の
で
す
。
ヒ
ス
ト
ン
の
タ
ン
パ
ク
質
修
飾
は
複

雑
す
ぎ
て
今
も
十
分
解
析
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
ヒ
ト

デ
の
精
子
に
含
ま
れ
る
ヒ
ス
ト
ン
の
タ
ン
パ
ク
質
修
飾

は
、
私
た
ち
が
解
析
し
、
そ
の
特
徴
を
あ
き
ら
か
に
し

―
―
専
門
分
野
は
分
子
環
境
生
物
学
、
細
胞
生
理

化
学
で
す
が
、
ど
の
よ
う
な
内
容
の
研
究
で

す
か
？

　
生
物
を
取
り
巻
く
外
界
を
環
境
と
言
い
ま
す
が
、
こ

れ
か
ら
の
環
境
は
人
間
だ
け
を
考
え
て
い
て
は
済
ま
な

く
な
っ
て
い
ま
す
。
環
境
の
中
で
生
物
ど
う
し
が
相
互

に
作
用
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
知
ら
な
い
と
環
境
に
手
を
つ
け
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
少
な
く
と
も
主
だ
っ
た
生
物
種

の
分
子
レ
ベ
ル
で
の
特
性
を
知
ら
な
け
れ
ば
、
人
類
は
生

物
環
境
を
語
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
分
子

特
性
を
研
究
す
る
の
が
分
子
環
境
生
物
学
で
す
。
本
学

の
環
境
生
命
科
学
コ
ー
ス
の
教
員
は
、
み
ん
な
分
子
環
境

生
物
学
の
研
究
者
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
他
大
学
の
環

境
分
野
に
は
な
い
特
色
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

―
―
先
生
は
ヒ
ト
デ
の
生
殖
研
究
の
第
一
人
者
で
す

が
、
な
ぜ
ヒ
ト
デ
の
研
究
な
の
で
し
ょ
う
か
？

　
ヒ
ト
デ
に
つ
い
て
は
一
家
言
あ
る
ん
で
す
が
…
。
ヒ

ト
デ
は
海
に
行
く
と
た
く
さ
ん
獲
れ
ま
す
が
、
誰
も
利

用
し
よ
う
と
し
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
嫌
わ
れ
者
で
す
ね
。

１
９
６
６
年
頃
ア
メ
リ
カ
の
ペ
イ
ン
と
い
う
学
者
が
、

　今回の研究室訪問は、生物
種の分子レベルの特性から生
態系を解明し、生きものどうし
の相互作用から生命環境を研
究している池上晋先生を、環
境生物学研究室に訪ねました。

●池上 晋
(いけがみ・すすむ)

動物研究を志
して大学進学。
動物学を専門と
する教養時代の
担任教師に、
「動物だけでな
く広い視野で研
究を」という助
言で、農学部農
芸化学に進む。大学院では海洋研究所の
金谷晴夫先生に師事し、日本で初めてヒ
トデの生殖を対象に生物有機化学を研究。
東京大学大学院農学系研究科博士課程修
了、国立がんセンター研究所研究員、東
京大学農学部助手、広島大学生物生産学
部教授を経て現職。農学博士（東京大学）。
岡山市出身。

Interview

研究室訪問●5
池上 晋教授
●環境生物学研究室
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産官学共同研究・
事業開発センターだより

の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。
長
浜
バ
イ
オ

大
学
と
し
て
の
出
展
は
連
年
ど
お
り
盛
況
で
し
た

が
、
本
年
度
は
長
浜
バ
イ
オ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

と
し
て
も
、
連
携
を
図
っ
て
い
る
滋
賀
県
、
長
浜

市
、
バ
イ
オ
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
研
究
会
と
共
に
出
展

し
、
大
い
に
本
学
の
社
会
貢
献
事
業
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

バ
イ
オ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

　「
機
能
性
食
品
の
可
能
性
を
探
る
」を
テ
ー
マ
に
、

バ
イ
オ
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
研
究
会
と
共
催
で
バ
イ
オ

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
　
月
　
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

１１

２５

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
機
能
性
食
品
の
分
野
に

お
い
て
ご
活
躍
の
京
都
府
立
医
科
大
学
の
吉
川
敏

一
教
授
、
国
立
健
康
・
栄
養
研
究
所
の
斎
藤
衛
郎

博
士
、
京
都
大
学
の
大
東
肇
教
授
、
日
新
薬
品
工

業
株
式
会
社
の
佐
山
義
克
氏
を
講
師
と
し
て
お
招

き
し
、
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
機
能
性
食
品

に
興
味
を
持
つ
業
種
や
企
業
の
方
を
中
心
に
多
く

の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、
大
変
好
評
で
し
た
。

　
長
浜
バ
イ
オ
大
学
は
、
長
浜
地
域
の
バ
イ
オ
の

教
育
・
研
究
の
中
核
機
関
と
し
て
、
地
域
の
中
小

企
業
の
バ
イ
オ
分
野
へ
の
参
入
を
支
援
し
て
き
ま

し
た
が
、
本
年
度
は
経
済
産
業
省
の
支
援
を
受
け

て
「
長
浜
バ
イ
オ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」
と
し
て

こ
れ
を
発
展
さ
せ
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
は
本
地

域
に
バ
イ
オ
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
の
形
成
を
図
る
こ

と
を
最
終
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　
本
年
は
具
体
的
に
は
以
下
の
事
業
を
行
い
ま
し

た
。
な
お
、
本
事
業
で
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
開
設

し
ま
し
た
の
で
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://www1.nagaham
a-i-bio.ac.jp/bio

                   
                 network

       /  

バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
・
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
 

講
習
会
の
開
催

　
本
講
習
会
は
、
バ
イ
オ
に
関
す
る
専
門
的
知
識

の
少
な
い
地
域
の
中
小
企
業
等
を
対
象
に
、
バ
イ

オ
入
門
の
講
習
会
を
行
い
、
基
礎
的
な
理
解
を
深

め
る
こ
と
に
よ
っ
て
バ
イ
オ
分
野
へ
の
進
出
を
促

す
き
っ
か
け
を
作
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
今
ま
で
に
９
月
９
日
と
　
月
３
日
に
２

１０

回
の
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。　
第
１
回
は
、

び
わ
こ
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
メ
ッ
セ
２
０
０
５
 

に
出
展

　
　
月
　
日
～
　
日
の
３
日
間
、
長
浜
ド
ー
ム
に

１０

１９

２１

お
い
て
「
び
わ
湖
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
メ
ッ
セ
２
０
０

５
」
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
公
的
機
関
・
企
業
・

大
学
等
と
と
も
に
本
学
も
ブ
ー
ス
出
展
し
、
多
く

本
学
が
中
心
と
な
り
長
浜
バ
イ
オ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
開
始

　
長
浜
バ
イ
オ
大
学
は
長
浜
地
域
に
バ
イ
オ
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
を
形
成
す
る
こ
と
を
目
指
し
、

本
年
度
か
ら
「
長
浜
バ
イ
オ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」
を
開
始
し
ま
し
た
。
地
域
企
業
な
ど
を

対
象
に
教
育
セ
ミ
ナ
ー
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

本
学
の
大
島
淳

教
授
、
植
月
太

一
教
授
、
第
２

回
で
は
西
義
介

教
授
、
水
上
民

夫
教
授
が
講
師

を
務
め
ま
し
た
。

ど
の
回
も
活
発

な
質
疑
応
答
が

行
わ
れ
、
大
い

に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
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関
す
る
課
題
を
解
決
し
、
さ
ら
に
②
本
学
の
研
究

シ
ー
ズ
を
実
用
化
す
る
た
め
の
研
究
開
発
を
行
う

こ
と
を
目
的
と
し
て
設
置
し
ま
す
。
こ
の
研
究

コ
ー
ナ
ー
の
活
用
を
図
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
長
浜

地
域
の
バ
イ
オ
産
業
の
振
興
を
さ
ら
に
推
し
進
め
、

中
核
研
究
機
関
と
し
て
本
学
に
期
待
さ
れ
て
い
る

社
会
要
請
に
応
え
て
ゆ
き
ま
す
。

本学の共同研究、受託研究など

本
学
に
隣
接
し
て
設
置
さ
れ
る
長
浜
バ
イ
オ
イ
ン

キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
建
設
が
急
ピ
ッ
チ

で
進
ん
で
お
り
、　
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

０６

本
学
は
そ
の
中
で
最
も
大
き
い
１
８
０
㎡
の
研
究

室
を
借
り
受
け
、
産
官
学
共
同
研
究
コ
ー
ナ
ー
と

し
て
利
用
す
る
予
定
で
す
。

　
こ
の
研
究
コ
ー
ナ
ー
は
地
域
へ
開
か
れ
た
研
究

コ
ー
ナ
ー
と
し
て
、
①
企
業
が
有
す
る
バ
イ
オ
に

　本学の共同研究や受託研究は順調に発展し、件数、受託研究金額ともに
昨年の２倍を上回りました。

　
年
４
月
に
長
浜
バ
イ
オ
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン

０６　
長
浜
バ
イ
オ
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
本
学
の
産
官
学
共
同
研
究
コ
ー
ナ
ー

（
仮
称
）
を
設
置
し
ま
す
。

研究室
Ｃ

研究室
Ｃ

研究室
Ｂ

研究室
Ｂ

研究室
Ｂ

研究室Ｂ

研究室Ａ

研究室Ｂ

研究室Ｂ

研究室Ｂ

研究室Ｂ

研究室
Ｂ

研究室
Ｂ

研究室
Ｂ

研究室
Ｃ

研究室
Ｃ

事務室
ロビー

長浜バイオ大学
産官学共同研究コーナー

　本学では多くの共同研究や受託研究を行っています。これらの研究件数
は年々増加し、昨年の８件に対して今年は２１件（１２月７日現在）の受託研究
が行われています。また、これに伴い、これらの研究による外部調達資金
額も昨年の４５００万円を大幅に上回り、１億円を超えました。本年度の新規
に開始された研究テーマのうち、主なものを以下に紹介します。

「タンパク質超分子複合体モデリングシステムの開発」
　白井教授の提案した表記テーマが科学技術振興機構（JST）の実施している
バイオインフォマティクス推進事業として採択されました。本研究テーマは、細
菌のタンパク質をモデルとして巨大タンパク質の複合体の構造や機能を解析し
ようとするものです。

「ケミカルゲノミクスによる難治固形がんに有効な腫瘍抗がん剤の薬効貢
献分子の探索と発見された分子を標的とする次世代抗がん剤の開発」
　水上教授による表記の研究テーマが厚生労働省に採択されました。本研
究は、遺伝子やタンパク質の発現を最新のマイクロアレー技術や質量分析
技術を用いて、抗がん剤の作用点を明らかにし、新しい抗がん剤を探索し
ようとするものです。

「技術経営プログラム等開発事業」
　郷特任教授による表記事業は、これまで湖北３大学（滋賀大学、滋賀県
立大学、本学）共同で中小企業経営者向けにMOTプログラムを提供してき
ましたが、本年度は経済産業省に認められ、支援を受けてMOTの教育資料
を作成する事業を展開しています。

　以上の他にも、多くのプロジェクトがあります。今後も本学の知的資源
を活用した研究・開発はますます盛んになり、本学のみならず地域社会の
発展に大きく貢献します。

施設平面図葛
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　わたくしの趣味の１つに読書がある。しかし、幼少の
頃は読書が大嫌いだった。小学生の時、母から「おもし
ろいから読みなさい」と言われ、「ああ無情」や「野菊の
墓」などを受け取ったものの、ほとんど読まなかった。母
は、手つかずの本を眺め、「マンガばっかり読んで」「テ
レビばっかり見て」と吐き捨てるように言った。また、毎
年、夏休みには読書感想文の宿題があり、課題図書を
読まなくてはならなかった。母の薦める本とは違い、「読
まなきゃなあ」と思うのだがその気になれない。結局、
本を手にしたのは、宿題提出期限前夜だった。思うに、
興味のない本を強要されて読むことほど苦痛なものはな
い。母の言葉と読書感想文の宿題がわたくしを読書嫌
いにさせたことは言うまでもない。
　そんな読書嫌いにかかわらず、本屋という空間が好き
であった。本棚を彩る背表紙が、それぞれの個性を垣
間見せており、見ていて飽きない。今でも、本屋の壁
一面にびっしりと敷き詰められた書籍に吸い込まれるよ
うに、ふらりと寄っては彷徨し、何も買わずに出て行くこ
とがよくある。そんな冷やかしの客であるわたくしが小学
校時代にすすんで読んだ数少ない本に「ズッコケ３人
組シリーズ」がある。このベストセラー児童小説シリーズ
の第１作目の表紙には、登場人物であるハチベエ、ハ
カセとモーちゃんの活き活きとした３人が描かれており、

その装丁の良さでこの本を選んだように思う。わたくし
は、３人の絶妙な性格が噛み合って織り成すその痛快
な物語にのめり込んだ。ところが母にその物語につい
て話をすると、「そんなマンガみたいなのは、さっさと卒
業しなさい」と冷笑混じりに言われた。「賢い本を読んで
賢くなって欲しい」という希望があったのだろう。その後
も、母から「塩狩峠」、「新平家物語」や「弟」など様々な
本を薦められたが、読む気が全く起きなかった。読書生
活を阻む泥沼に陥った。
　こんなわたくしが本を読むきっかけとなったのは、「明
治文学遊学案内」という本との出会いだった。どことな
く明治くささのするシンプルな装丁に購買意欲を刺激さ
れた。本を開いてみると、明治文学のおもしろさが書か
れており、もっと本を読んでみたい、という気持ちが沸き
上がってきた。早速、夏目漱石の「それから」を購入した。
漱石が繰り出す言葉の力に惹きこまれた。興味を持っ
た本であれば次から次へとページが進んでいくことに興
奮した。何気なく買った本が、読書にはまってしまうきっ
かけとなった。不思議なものである。
　わたくしが読書に夢中になっていることを知った母は、
少し驚いたような表情を見せながらも、「おもしろいから
読みなさい」と、１冊の本を手渡した。読書にはまった
きっかけを母に話していないことを思いだした。

リレーエッセイ 　読書のきっかけ

　大学として完成年次となる２００６年度の４期
生募集が、指定校特別推薦入試を皮切りに
スタートしました。現在、「指定校特別推薦入
試」、「３年次編入学試験」、「一般公募制推
薦入試」が実施され、いずれの入試も受験者
数としては、前年を若干上回る結果でのス
タートとなっています。また、受験生の学力も
前年と同様、優秀な学生層が志願してくれて
います。
　これからの本学一般入試動向を各種模試
志願者動向から予測すると、全体受験人口の
減少と資格系学部への高い志向、そして京都
学園大学での同系学部新設の影響は必至で、
本学受験生総数としては、前年からの減少が
予測されます。しかし、他大学との志望者学
力層の違いやリクルート調査で見られるように、
この３年間で認知された本学の充実したカリ
キュラムと恵まれた学習環境、産官学連携で
の将来発展の可能性、交通の便の良さからそ
の減少幅は少ないものと思われます。
　特に「前期日程」は、実施日が早く合否結
果も早く分かるということで、難関私大・国公

立大受験生の併願先として利用しやすく、志
願者は前年並みか若干の増加も予想されます。
また、「大学入試センター試験利用」について
も、昨年は実施初年度で過去データがない中、
予想ボーダー（合格得点ライン）がかなり高く
設定されたため、受験生に敬遠される結果と
なりましたが、今年度は受験データとして、前
年実質倍率と合格ラインが公表されてのボー
ダー検討なので、予想ボーダーも前年より低
く設定され、受験者の増加も見込まれます。
しかし、実施日が少し遅く、２日間の試験日
自由選択制としている「中期日程」では、本学
入試が難しいため敬遠、併願先として京都学
園大学が選択されることから、本学受験者の
減少が予想されます。本学入試としては、一
番実質倍率が低くなるものと思われます。「後
期日程」については、昨年倍率が非常に高く
なっているので、その反動での減少ということ
になるでしょう。
　２００６年度入試全体として、各試験日受験
者数は前年並みか若干の増減ということが予
測されます。合格者数としては、関西私大全
体が早期の学生確保から、推薦入試も含め
早い入試から合格者を多く出していく動きが見

られるため、本学としても前年より合格者を増
やすことになるでしょう。その結果として２００６
年度入試は、最も合格チャンスの拡がる入試
年度になるものと思われますので、本学進学
をめざす受験生のみなさんは、自信を持って
積極的な受験をお奨めします。

【一般公募制推薦入試（定員２０名）の実施結果】
１１/２６（土）実施

細胞生命科学コース

奈良　篤樹先生

完完完完完完完完完完成成成成成成成成成成年年年年年年年年年年次次次次次次次次次次入入入入入入入入入入試試試試試試試試試試 いいいいいいいいいいよよよよよよよよよよいいいいいいいいいいよよよよよよよよよよススススススススススタタタタタタタタタターーーーーーーーーートトトトトトトトトト完成年次入試　いよいよスタート！！！！！！！！！！！

２００６年度長浜バイオ大学入試の動向

これからの入試日程　

発表日試験日出願期間入試方法
２/２１/２６１/５～１/１９一般入試前期日程
２/２３２/１５・２/１６１/５～２/８一般入試中期日程
３/１６３/８１/５～３/２一般入試後期日程
２/２３本学独自試験なし１/５～２/８入試センター利用

□志願者数　　２４６名（志願倍率１２.３倍）
□受験者数　　２４４名（男子１７４名，女子７０名。
　　　　　　　現役１９７名,１浪４７名）
□合格者数　　１０５名（実質倍率　２.３倍）
　　　　　　　（男子７２名,女子３３名）
□合格最低点　２２５点／３００点
　（高得点２教科２００点+調査書得点１００点）
　合格得点率７５％
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命洸とは、命が水のように沸き立ちきらめくさま。
学園祭の名称として学生が命名しました。

「命洸（めいこう）」とは

 ▲大学院増築完成イメージ図


